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確定された）は TS221から取ってきた短い節 (TS242, pp. 135-43) 、すなわち数学の哲
学に関する議論を含んでいた。この主題が人を惑わせるような形でここに列挙されて
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を背景とすることによってのみ新しい思考はその本当の意味を手に入れることがで

































































自体は存在しない。それは物理的に最終版に吸収されたと言える。詳しくは von Wright (1982) を参照され
たい。 
(2) 例えば野家啓一氏は、『探究』最終版を、「生成し増殖するテクストの一つのヴァージョンにすぎず、
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る際のソースとして様々な手稿を元に作成されたタイプ原稿’Bemerukungen I’ (TS228) の作成後、それの並






（Wittgenstein (2009), ’Editorial Preface’参照）ことからも、もはや高い信ぴょう性を持っているとは考えら
れない。現行『探究』が野家氏のいう意味での「「途上の」作品」と考えるべき積極的な根拠が存在すると
筆者は考えない。 
(4) Baker & Hacker (1983, pp. 10–15) 
(5) Baker & Hacker (1983, p. 10) 
(6) Baker & Hacker (1983, p. 10)  
(7) Wittgenstein (2000) に収められた全遺稿は、それぞれ三つのヴァージョンを持つ。遺稿を活字に起こし、
読解に便利なように異文や修正の跡を削除した普通版 normal version、原テキストの異文や修正の跡を忠実
に記号で表現した原文版 diplomatic version、原テキストの写真から成るファクシミリ版の三つである。 
(8) 当初モットーに用いられたのは次の文章。「この苦痛な矛盾が除去されても、実際に本性についての問









(12) 本論における『探究』からの引用はすべて鬼界訳。底本はWittgenstein (2009)を用いた。 
(13) 例えばベーカーとハッカーは序文のこの部分の解説で次のように書いている。「ウィトゲンシュタイ
ンは『論考』を 1943年にニコラス・バクチンと共に読んだ（フォン・ライトの報告による）。［…］『探究』
のあるヴァージョンを『論考』と合本にして出版するという考えはこの機会に生まれた。」 (Baker & Hacker, 


















(17) MS129は最初の 10数ページとそれに続く本体に分けられる。本体は 1944年 8月 17日に描き始められ
て、中間版の核心部（『探究』§§198-421 に相当）の第一次草稿に当たる。それに対してこれに先立つ 10
数ページは異なる様式の紙であり、そこには序文の複数の草稿が存在する。 
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